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第４１８回（定例）福崎町議会会議録 

 平成２０年１２月５日（金） 

 午前９時３０分 開   会 

 

  １．平成２０年１２月５日、第４１８回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。 

 

  １．出席議員    １７名 

１番  平 岡   武     １０番  広 岡 史 郎 

２番  難 波 靖 通     １１番  吉 識 定 和 

３番  宮 内 富 夫      

４番  釜 坂 道 弘     １３番  松 岡 秀 人 

５番  北 山 孝 彦     １４番  冨 田 昭 市 

６番  福 永 繁 一     １５番  小 國 正 子 

７番  小 林   博     １６番  日 野 虔 介 

８番  石 野 光 市     １７番  髙 井 國 年 

９番  東 森 修 一     １８番  宇 﨑 壽 幸 

 

  １．欠席議員（な し） 

 

  １．事務局より出席した職員 

事 務 局 長  中 塚 保 彦  主      査  澤 田 和 也 

 

  １．説明のため出席した職員 

町 長  嶋 田 正 義  副 町 長  橋 本 省 三 

教 育 長  岡 本   裕  技      監  樋 口 和 夫 

会 計 管 理 者  田 郷 正 則  総 務 課 長  牛 尾 敏 博 

企 画 財 政 課 長  近 藤 博 之  税 務 課 長  志 水 清 二 

住 民 生 活 課 長  尾 﨑 吉 晴  健 康 福 祉 課 長  高 松 伸 一 

ま ち づ く り 課 長  志 水 利 雄  産 業 課 長  井 上 茂 樹 

下 水 道 課 長  後 藤 守 芳  水 道 課 長  豊 國 明 紀 

社 会 教 育 課 長  高 井 紳 一  学 校 教 育 課 長  山 口 省 五 

 

  １．議事日程 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸報告 

第 ４ 議案の上程・議案説明 

 

  １．本日の会議に付した事件 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸報告 

日程第 ４ 議案の上程・議案説明 

 

  １．議案件名 

    報告第１４号 第１９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について 
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    報告第１５号 議会の委任による専決処分の報告について 

    議案第７７号 兵庫県町土地開発公社定款の変更について 

    議案第７８号 福崎町保育所設置条例の一部を改正する条例について 

    議案第７９号 福崎町幼児園設置条例の制定について 

    議案第８０号 福崎町子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の制定につい 

           て 

    議案第８１号 平成２０年度一般会計補正予算（第３号）について 

    議案第８２号 平成２０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に 

           ついて 

    議案第８３号 平成２０年度福崎町老人保健事業特別会計補正予算（第１号）につい 

           て 

    議案第８４号 平成２０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

           について 

    議案第８５号 平成２０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につい 

           て 

    議案第８６号 平成２０年度福崎町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）に 

           ついて 

    議案第８７号 平成２０年度福崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）に 

           ついて 

    議案第８８号 平成２０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    議案第８９号 平成２０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第１号）について 

    議案第９０号 工事請負契約の変更について 

    発議第 ５号 福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一 

           部を改正する条例について 

    発議第 ６号 福崎町議会政務調査費の交付に関する条例の制定について 

    発議第 ７号 福崎町議会政務調査費の交付に関する規則の制定について 

    発議第 ４号 福崎町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について 

      (継続審査分) 

 

  １．開会及び開議 

 

議    長 皆さん、おはようございます。 

       第４１８回福崎町議会定例会の開会に先だちまして、一言ごあいさつを申し上

げます。 

ことしも、はや１２月に入り、本格的な冬の到来とともに、何かと気ぜわしい

師走の時期を迎えました。 

       そうした中、本日ここに第４１８回福崎町議会定例会が招集されましたところ、

議員の皆さんには、ご健勝にて早朝からご参集を賜り、定刻に開会できますこ

と誠にありがとうございます。 

  本定例会に付議されます案件は、報告２件、議案第７７号から第９０号まで

の議案１４件、議員発議３件の計１９件を予定しております。 

      何とぞ充分ご審議を賜り、適正妥当なる結論づけが得られますとともに、議事

の円滑なる運営につきましても格別のご協力をお願い申し上げまして、本定例

会の開会のごあいさつといたします。 

       ただいまの出席議員数は１７名でございます。 

       定足数に達しております。 
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       よって、第４１８回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。 

       これから本日の会議を開きます 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議    長 日程第１は、会議録署名議員の指名であります。 

        会議録署名議員の指名は、会議規則第１２０条の規定により議長が指名をいた

します。 

       １番、平岡 武議員 

       １１番、吉識定和議員 

       以上の両君にお願いをいたします。 

 

日程第２  会期の決定 

 

議        長  日程第２は、会期の決定であります。 

       会期の決定の件を議題といたします。 

       先日、議会運営委員会を開いて会期について検討をお願いいたしましたところ、

日程案は皆さんのお手元に配付してありますとおりでございます。この日程案の

とおり本日から１２月１７日の１３日間としたいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議        長  ご異議なしと認めます。 

       よって、会期は本日から１２月１７日までの１３日間といたします。 

 

日程第３ 諸報告 

 

議    長 日程第３は、諸報告であります。 

       第４１７回定例会閉会後、本日までの主要事項について、日付順にご報告を申

し上げます。事務局に朗読させ報告といたします。 

書    記 １０月６日、福崎まつり運営委員会が開催され、議長、総務文教常任委員長並

びに産業建設常任委員長が出席しました。 

  １０月７日、特別展ウエッジウッド開会式が兵庫陶芸美術館で開催され、議

長が出席しました。 

  １０月８日、くれさか環境事務組合及び中播衛生施設事務組合の組合議会が

中播衛生施設事務組合で開催され、関係議員が出席しました。また、同日、神

崎郡町村議会議長会・事務局長会合同会議が中播衛生施設事務組合で開催され、

議長が出席しました。 

  １０月９日、議会運営委員会を招集し、９月議会の反省等を協議しました。

また、同日、健康づくり推進協議会が保健センターで開催され、議長が出席し

ました。 

  １０月１０日、姫路福崎斎苑事務組合及び中播農業共済事務組合の組合議会

が姫路市香寺事務所で開催され、関係議員が出席しました。 

  １０月１４日、２３日、３０日、議会広報編集委員会を招集し、議会だより

第１０８号の編集を行いました。 

  １０月１５日、１６日、民生常任委員会が岩手県矢巾町と紫波町を行政視察

し、ヘルスアップ事業と循環型まちづくりについて調査しました。 
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  １０月１７日、特別展ふるさとの神々の開会式が兵庫県立歴史博物館で開催

され、議長が出席しました。また、同日、神崎郡町村議会議長会・事務局長会

合同会議が中播衛生施設事務組合で開催され、議長が出席しました。 

  １０月１８日、地域安全神崎郡民大会が市川町文化センターで開催され、議

長が出席しました。 

  １０月１９日、八千種研修センターまつりが、八千種研修センターで開催さ

れ、議長が出席しました。 

  １０月２０日、市町正副議長研修会が神戸メリケンパークオリエンタルホテ

ルで開催され、議長と副議長が出席しました。 

  １０月２１日、愛知県蟹江町から福祉施策及びまちづくりについて、行政視

察があり、議長が出席し、説明しました。 

  １０月２２日、道路等級調査特別委員会を招集し、道路線等級見直し案につ

いて調査しました。また、同日、議員定数調査特別委員会を招集し、議員定数

等について調査しました。また、同日、姫路国際音楽祭ル・ポン２００８がパ

ルナスホールで開催され、議長が出席しました。 

  １０月２４日、福崎町総合計画審議会が開催され、関係議員が出席しました｡ 

  １０月２７日、２８日、総務文教常任委員会が静岡県三島市と山梨県都留市

を行政視察し、グラウンドワーク活動と公募債について調査しました。 

  １０月２７日、産業建設常任委員会を招集し、各課の報告事項等について調

査しました。 

  １０月２９日、民生常任委員会を招集し、各課の報告事項等について調査し

ました。 

  １０月３１日、人権教育実践発表会が高岡幼稚園・小学校並びに福崎西中学

校で開催され、議長をはじめ、議員多数が出席しました。 

  １１月５日、総務文教常任委員会を招集し、各課の報告事項等について調査

しました。 

  １１月６日、道路等級調査特別委員会を招集し、道路線等級見直し案につい

て調査しました。 

  １１月７日、神崎郡全議員研修会がエルデホールで開催され、議長をはじめ､

議員多数が出席しました。 

  １１月９日、福崎町詩舞道大会が八千種研修センターで開催され、議長が出

席し、あいさつを述べてまいりました。 

  １１月１１日、議会運営委員会を招集し、議会活性化の事業等について協議

しました。 

  １１月１２日、産業建設常任委員会が徳島県上勝町を行政視察し、新しい地

域経営、地域活性化の取り組みについて調査しました。 

  １１月１３日、産業建設常任委員会を招集し、長目雨水幹線渠工事について

現地を調査しました。 

  １１月１４日、西播磨市町議長会第２回総会が、国民宿舎志んぐ荘で開催さ

れ、議長が出席しました。 

  １１月１６日、西播磨地域広域防災総合訓練が佐用町南光スポーツ公園で開

催され、副議長が出席しました。また、同日、神崎・福寿老人大学祭が文化セ

ンターで開催され、議長が出席し、あいさつを述べてまいりました。また、同

日、福崎町秋季囲碁大会が八千種研修センターで開催され、議長が出席し、あ

いさつを述べてまいりました。 

  １１月１７日、福崎町総合計画審議会が開催され、関係議員が出席しました｡ 
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  １１月１９日、全国町村議長大会が東京ＮＨＫホールで開催され、議長が出

席しました。 

  １１月２０日、町議会議長会評議員会議が神河町役場委員会室で開催され、

議長が出席しました。また、同日、兵庫県町議会議員研究会が神河町グリンデ

ルホールで開催され、議長をはじめ、議員多数が出席しました。 

  １１月２１日、全員協議会を開催し、議会の活性化の方策について協議しま

した。また、同日、神崎郡町議会議員親善グランドゴルフ大会が市川町スポー

ツ公園で開催され、議長をはじめ、議員多数が参加しました。 

  １１月２３日、第１９回福崎町自然歩道を歩こう大会が田原小学校で開催さ

れ、議長が出席をし、あいさつを述べてまいりました。 

  １１月２５日、総務文教常任委員会を招集し、各課の報告事項等について調

査しました。 

  １１月２６日、民生常任委員会を招集し、各課の報告事項等について調査し

ました。 

  １１月２７日、議員定数調査特別委員会を招集し、議員定数等について調査

しました。 

  １１月２８日、議会運営委員会を招集し、第４１８回福崎町議会定例会の運

営等について協議をしました。また、同日、議会広報研究会がホテル北野プラ

ザ六甲荘で開催され、議長並びに関係委員が出席しました。 

  １１月２９日、町老人クラブ連合会グランドゴルフ大会が町民第１グランド

で開催され、議長が出席し、あいさつを述べてまいりました。 

  １２月１日、産業建設常任委員会を招集し、各課の報告事項等について調査

しました。 

  １２月２日、福崎町総合計画審議会が開催され、関係議員が出席しました。 

  １２月４日、福崎町介護保険運営協議会が開催され、議長並びに民生常任委

員長が出席しました。 

 以上です。 

議    長 以上で諸報告を終わります。 

       また、例月出納検査の報告書、定期監査報告書、陳情書並びに要望書が議長あ

てに提出されており、その写しを配付しておりますので、ご覧いただければ幸

いかと存じます。 

 

日程第４ 議案の上程・議案説明 

 

議    長 日程第４は、議案の上程であります。 

       これから報告第１４号、第１９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告につ

いてから、発議第７号、福崎町議会政務調査費の交付に関する規則の制定につ

いてまでの計１９件を一括議題といたします。 

  これから上程議案に対する町長の提案理由の説明を求めてまいります。 

町    長 おはようございます。 

  第４１８回福崎町議会定例会にご出席をいただきまして、ありがとうござい

ます。 

  アメリカのサブプライムローンの破綻は、全世界に波及し、１００年目に１

回と言われる経済危機に見舞われています。日本の経済は、輸出を中心に小康

を保っていましたが、ここにきて一気に景気が後退し、大企業ではリストラが

進行し、雇用も悪化しています。中小企業では資金繰りの悪化で苦しい状況に
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陥る企業が増えています。サッチャー、レーガンのころから始まった新自由主

義に基づく政治、経済の運営は行き詰まっているようであります。 

  麻生首相は、来年度予算編成で小泉内閣のときにつくられた２００６年の骨

太の方針に基づく歳出削減路線をしばらくの間、凍結すると述べるようになっ

ています。２００６年の骨太の方針は、社会保障を標的にし、歳出を削減し、

足りなければ消費税増税で賄う財政再建策をあげてまいりました。この方針に

よる三位一体の行政改革によって社会保障は後退し、医療や介護、生活保護な

どあらゆる面で深刻な社会問題を引き起こしています。政治と行政の支えを最

も必要とする障害者、失業者、高齢者を初め、社会的に弱い立場に置かれた

人々が、苦しい状況に立たされています。 

  このような状況の中で、１２月議会を迎えました。今議会では提出案件で報

告でも議案でも、両面にわたってもちむぎ食品センターに関する内容がありま

す。地域農業の再編と農村地域社会の形成を図るため、昔懐かしいもち麦の栽

培を始め、商品化に向け関係多数の研究と努力により平成元年に全国に誇れる

特産品、もちむぎ麺が誕生いたしました。 

  株式会社もちむぎ食品センターは、もちむぎ麺を初めとするもち麦を原料と

する食品の製造販売を通じて、もち麦による地域活性化を図ることを目的にし

て設立されました。平成７年には、その拠点となるもちむぎのやかたを民俗学

の父、柳田國男生誕の辻川に建設し、農業振興、商業振興に寄与するとともに、

名誉町民の柳田國男、吉識雅夫に加え、もう一つの新たな福崎町の宣伝媒体と

してもちむぎは大きな存在となりました。 

  しかし、その後、不幸な事件により多額の負債を抱えることとなりました。

平成１２年７月にもちむぎ食品センターを存続する立場から審議会を町に設置

し、経営者、住民代表、公認会計士、弁護士、議員計１０名に会社の存廃、負

債の処理、役員の監理監督、経営責任、再建の方途等について諮問し、１２月

に答申を得ました。その後、答申の内容に沿って株式会社もちむぎ食品センタ

ーは平成１４年１２月に再建計画を発表いたしました。 

  経営者責任、株主責任、金融機関の貸手責任に基づく応分の負担を求め、平

成１３年に民事調停を申し立て、但陽信用金庫、農協との間では特定調停が成

立しましたが、みなと銀行、姫路信用金庫とは未成立のまま今日に至っており

ます。 

  今年になって解決の機運が生まれ、一括返済を前提として但陽信用金庫と同

じ５５％の債務免除と利子の全額免除に応じていただける形で話が進んでまい

りました。そこで但陽信用金庫にもお願いをして一括返済も了承を得ましたの

で、町としても出費の多いときでありますが、一気に浄化を進め、新たな気持

で出発してもらうため、一括返済のための資金を無利子で貸し付けることを町

として応じることとし、このたび再建貸付金として１億１,６２４万５,０００

円の補正予算をお願いしているところであります。 

  播州福崎特産もちむぎ麺を中心に、今以上の形で株式会社もちむぎ食品セン

ターと他の町内商工業者を含めて共に活性化を図り、福崎町のイメージを高め

ていただきたいと考えており、そのためには核となる株式会社もちむぎ食品セ

ンターの経営の安定化を図る必要があります。そうした思いで予算計上をさせ

ていただいたわけであります。 

  さて、今議会には報告２件、議案１４件を提出しております。 

  詳細な説明は担当課長が行います。そうした内容で、十分にご審議していた

だいて、賛成を得られれば幸いだと思っておりますので、どうぞよろしくお願
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いを申し上げます。 

  次に、各課の報告に移りたいと思います。 

  総務課からは、平成２０年度職員採用試験の第２次試験を１１月２１日に実

施しました。一般行政職は１５名が受験し、合格３名、補欠合格３名、不合格

９名です。保育士幼稚園教諭は５名が受験し、合格２名、補欠合格２名、１名

が不合格となりました。 

  嘱託臨時職員の募集についてでありますが、町広報、区長文書回覧、町ホー

ムページでお知らせしておりますように、一般事務補助員、体育指導専門員、

体育館施設管理員、学校用務員、保育士幼稚園教諭等の嘱託臨時職員の採用募

集受付を平成２１年１月１４日から行う予定であります。なお、試験日は１月

２９日であります。 

  選挙管理事務についてですが、選挙人名簿定時登録者数は、１２月１日基準

日現在、男子７,３９０人、女子８,１３０人、計１万５,５２０人で前回９月基

準日より６人の減となっております。 

  企画財政課からは、平成２１年度予算編成指示会議を１１月２０日に開催し､

予算編成を提示いたしました。概要は、国の歳出抑制方針により、依然として

厳しい財政状況が続いている中で、世界的な金融危機などから急激に景気が悪

化しており、税収等の減少が懸念されますが、次年度も下水道事業の推進や中

島井ノ口線の整備などの重点事業を推進していく必要があります。そこで予算

編成に当たっては、町民のいのちとくらしを守るとともに、活力あるまちづく

りに取り組むことを基本に、限られた財政の中で最大の事業効果が得られるよ

うに、予算の執行方法と事務成果を十分検証した上で、制度改正を含めた節減、

合理化方策を検討するよう指示をいたしております。 

  総合計画の見直しにつきましては、基本構想の修正案並びに後期基本計画の

原案を作成し、総合計画審議会に諮っております。今後、議員各位にもご意見

をいただきながら策定してまいりたいと考えております。 

  税務課からでありますが、徴収対策の取り組みとして国民健康保険の納税相

談を１１月１２日から５日間実施しました。対象者は２７３名で、期間中の窓

口相談は５３名でありました。また、１１月２５日から４日間、現年度滞納分

を中心に電話督促を実施いたしました。夜間徴収については、１２月１７日、

１８日の２日間実施する予定であります。 

  年末調整説明会を１１月１８日に文化センターで開催し、１１０名が参加を

いたしました。なお、農業所得申告の個別相談会は１月７日から４日間の日程

で行う予定であります。 

  住民生活課からは、消防団非常呼集訓練を１１月２日早朝に実施し、秋季全

国火災予防運動に先駆け、町内防火パレードを実施いたしました。 

  第１９回自然歩道を歩こう大会を１１月２３日、東コースで実施し、天候に

も恵まれ、町内外から９２２名、昨年比で１３８名増の参加がありました。 

  駅前公衆便所が完成をいたしました。この公衆便所は、多目的便所にオスト

メイト対応洗浄台やベビーシート、ベビーチェアを備えつけております。また、

外灯や防犯カメラを設置し、安全・安心の面においても配慮いたしております。 

 なお、管理につきましては、町内２カ所の障害者施設に清掃業務を委託いたし

ました。 

  １２月１日から１２月１０日まで、年末の交通事故防止運動を展開し、各種

のキャンペーンを実施してまいります。 

  住宅家賃等の支払いと住宅明渡しを求める裁判の第１回弁論が１２月２日、
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神戸地方裁判所姫路支部でありました。相手方が欠席されたため弁論が終結し、

判決は１２月９日であります。 

  当面の行事予定について、本年も１２月２６日から１２月３０日まで消防団

の年末特別警戒を実施する予定であります。 

  健康福祉課からは、１１月２日の福崎秋まつりには健康福祉のワンデーコー

ナーを実施し、健康増進の指導をしました。また、１１月１６日には歯科検診

と子ども肥満相談会を実施しました。今年度から特定健康診査の結果により、

２３人の対象者に１月から特定保健指導を始めております。 

  養護老人ホームの給食調理業務の委託は、平成１８年度から実施し、今年度

で３年目となります。来年度からの３年間も同様に委託を行う予定で、今議会

に債務負担行為を上程いたしております。 

  国民健康保険につきましては、妊婦の皆さんが安心して産科医療を受けられ

るように、来年１月から産科医療保障制度が発足します。それに伴い、出産一

時金の引き上げを行います。本日、上位法令が公布されましたので、今議会に

追加議案として条例改正を上程いたす予定としております。 

  産業課からは、１１月２日、福崎秋まつりにおいて町商工会が中心となって

町おこしプロジェクトの一環で開発中のもちむぎパスタの試食会を行いました。

約３００人の方々が試食をされ、アンケートでは、おしかった、大変おいしか

ったが８３％、町内の飲食店でもちむぎパスタがあれば食べに行きますかの問

いには、９０％の方々が行きたいと答えられております。もちむぎのまちとし

て進展をしてまいりたいと考えております。 

  １１月３０日、兵庫県公館において、兵庫緑のふるさとフォーラムが開催さ

れ、農地・水・環境保全向上対策の優秀事例として余田地区の活動組織、余田

花の日の里が緑豊かなふるさと大賞の委員長表彰を受賞いたしました。 

  まちづくり課では、中島井ノ口線南進の道路新設事業は、起点の中島地区で

工事に着手しております。道路工事にあわせて雨水対策の幹線及び下水道汚水

管工事も並行して進めております。今議会では、事業の変更のために補正予算

をお願いをしております。 

  都市計画道路大門西治線及び辻川田尻線の計画変更を予定しております。こ

れは県道三木宍粟線の慢性的な渋滞解消のために周辺土地利用状況等に配慮し

た拡幅を計画したことから、道路の線形を一部変更しようとするものでありま

す。都市計画法に基づく法定縦覧を１２月９日まで行います。 

  県土木関係の主な取り組みとしては、神崎橋補修工事では工法変更等により

当初予定より早く、明日６日に通行止めが解除となる予定であります。県道三

木宍粟線の道路整備工事は、このたび西大貫区間が完成し、引き続き、東大貫

で工事を進めています。 

  砂防関係では、田口地区における井津ノ奥川砂防事業の用地買収が完了し、

近々工事着工をする予定です。 

  なお、県の新行政構造改革推進方策の中で、土木事務所の再編については、

災害の対応、その他県道保全等に果たす役割を踏まえ、福崎土木事務所と多可、

山崎土木事務所の３事務所が工事箇所までの移動時間や今後の事業量等を考慮

し、工事設計・施工管理を行う事務所として再編され、存続することが決定を

いたしました。これまでの要望活動が生かされたものと関係者の皆さんに深く

感謝を申し上げる次第です。 

  下水道課からは、福崎浄化センターについて面整備地域の拡大とともに接続

件数が１,６００件を超え、１日の流入量は稼働している第１系列、水処理施設
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能力の７５％を超えています。処理能力拡大のため、進めている第２系列水利

設備工事は、心臓部となる膜ユニットの設置及び検査も終わり、順次汚泥の移

動と試運転を進め、予定どおり１２月中の本格稼働を見込んでいるところであ

ります。 

  下水道面整備事業については、昨年から進めていました大門地区の面整備工

事が終わりました。現在、福崎地域の山崎地区及び桜地区、田原地域では新た

に発注しました加治谷地区において計６工区で工事を進めております。 

  また、南田原地域の面整備工事に先だち、田原第３汚水幹線管渠工事を進め

るとともに、中国縦貫自動車道以南の吉田地区、八反田地区及び播但連絡自動

車道から西の中島地区及び西光寺地区について下水道面整備詳細設計事業を発

注し、引き続き、面整備拡大に向けて準備を進めております。 

  舗装本復旧工事では、県道田口福田線等の主要幹線道路と辻川区及び北野区

の一部をほぼ工事が完了し、新たに発注をいたしました福田地区と県道西田原

姫路線沿いの大門、田尻地区及び井ノ口、北野地区において、引き続き、工事

を進めてまいります。 

  雨水幹線整備事業については、工事中の長目雨水幹線渠工事を引き続き進め

るとともに、八反田区内のヤゴ川雨水幹線未修部の改修工事に着手をしてまい

ります。 

  水道課では、９月２９日に福崎町水道事業遠方監視装置更新工事の入札を行

いました。 

  また、下水道工事に伴い配水管移設工事を山崎地区、桜地区及び加治谷地区

で実施し、水道管の入替工事を鋭意進めております。 

  学校教育課からは、福崎幼児園建設工事が建物本体のコンクリート打設を終

え、１１月末の進捗率は約４０％であります。工事は順調に進んでおります。

来年３月中の完成を目指し、鋭意工事を進めてまいります。 

  第４回イングリッシュフェスティバルは、１１月３日、エルデホールで開催

しました。児童生徒の英語力を高めるとともに、今回、中国人研修生が伝統衣

装で踊りを披露し、国際交流を進めました。 

  多子世帯における経済的負担の軽減を図るため、３人以上の児童を育ててい

る世帯に対し、第３子以降の保育料を助成し、子育て家庭の支援を行います。

今議会に補正予算をお願いしているところであります。  

  社会教育課についてでありますが、福崎秋まつりを１１月２日、３日に、老

人大学祭を１１月１５日、１６日に文化センター、エルデホール周辺で実施い

たしました。いずれも多くの方々にお越しをいただき、盛況に終わりました。 

  第１回吉識雅夫科学賞、福崎子ども科学展を１１月２０日から３０日まで町

立図書館で開催し、第１回吉識雅夫科学賞は各学校から推薦をいただいた作品

約５０点の中から、小・中学各１名が選ばれました。受賞者は中学校の部、福

崎東中学校の吉田裕加里さん、小学校の部は高岡小学校６年の川端伸明さんと

なりました。いずれも高く評価されたものであります。 

  中国広東省で１１月２８日から開催されました広東国際旅游文化節に余田大

歳神社浄舞保存会が伝統芸能である浄舞を披露してきました。他の国や地域の

代表とともに会場を盛り上げ、交流を深めました。また、屋外公演や広州大学

での特別講演にも参加をし、文化交流を深めてまいりました。 

  人権フェスティバルを明日１２月６日、エルデホールで開催をいたします。

多数ご出席くださいますようお願いを申し上げます。 

  平成２１年の成人式を来年１月１２日、成人の日、エルデホールで実施をす



- 10 - 

る予定であります。現在、成人式に向け、実行委員会で運営等について協議を

進めているところであります。 

  以上をもちまして、上程議案並びに各課からの報告とさせていただきたいと

思います。 

議    長 ただいま町長から上程議案に対する大要の説明が終わりました。 

       これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で朗読及び説明を求める場合もございますので、あらかじめご承知をお願い

いたします。 

  まず、報告第１４号、第１９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告につ

いて、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

産 業 課 長 失礼いたします。 

  報告第１４号、第１９期株式会社もちむぎ食品センターの決算報告について

地方自治法第２４３条の３第２項により報告をさせていただきます。 

  まず、１ページをお願いいたします。 

  １ページは事業報告でございます。事業報告の概要は、全体として１９期の

実施目標の１億７,２００万円には到達しなかったものの、前期比１０.２７％、

１,１３１万７,４２９円増の１億６,７２９万６,００８円でございました。 

  販売店部門は、商工会の支援と猛暑の影響で、もちむぎ素麺が売切れの状態

となりましたが、贈答品の流通が減少し、前年比１.１６％増の６,５９９万５,

９２１円でした。 

  売店部門は銀の馬車道バスツアー、全国菓子大博覧会や、やかたでのイベン

トの開催により前期比１６.４５％増の４,４１０万９,３３８円でした。 

  通販部門は贈答品の流通が減少して、ほぼ前年並みの１.９８％増の１,７６

４万８,５３２円でした。 

  レストラン部門は、味とメニューの見直しにより客単価の引き上げ、商工会

新年交礼会やディナーショーの開催により前期比１１.２１％増の３,９５４万

２,２１７円となりました。 

  製造部門につきましては、外注加工費を抑えるため、パック詰め等を委託せ

ず、工場内で行いました。 

  以上が、事業報告でございます。 

  次に、決算報告をいたします。６ページをお開きください。 

  ６ページの損益計算表の方からご説明をいたします。損益計算書は、平成１

９年９月１日から２０年８月３１日まで。売上高といたしましては１億６,７２

９万６,００８円、これは販売店、売店、通販、レストランの合計額で、その内

訳は産業課資料の１ページに記載しております。また、月別の実施計画の実績

を産業課資料３ページに記載しておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

  次に、売上原価でございます。期首棚卸高から当期製品製造原価を合わせま

して１億２,９９３万１,０６１円、期末棚卸高が１８７万０,５８８円でござい

ます。売上原価は１億２,８０６万４７３円となり、売上総利益は３,９２３万

５,５３５円であります。 

  販売費及び一般管理費は、事務職員の給与、パートを初めといたしまして、

広告宣伝費から貸倒損失まで合わせて３,８３９万８,４３９円となりました。

差引営業利益は８３万７,０９６円となりました。 
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  次に、７ページをお願いいたします。７ページは営業外損益の部でございま

す。 

  営業外収益といたしまして、受取利息から雑収入を合わせまして５７９万３

５６円でございます。営業外費用は１６７万５,４０１円、経常利益といたしま

して４９５万２,０５１円となりました。 

  特別損益の部でございます。特別利益は１３２万４,６３４円で、佐賀氏に対

する貸付利息分でございます。特別損失が１６３万１,６８２円で、当期利益は

４４６万５７円、前期の繰越損失が９,２４２万４,６６６円ということで、当

期未処理損失は８,７９６万４,６０９円となっております。 

  ８ページをお願いいたします。８ページは製造原価の報告書でございます。 

  材料費といたしましては、期首原材料棚卸高から補助材料仕入高まで合わせ

まして５,１１０万１,２９８円でございます。期末原材料棚卸高は２,５２９万

４,５９８円、前期損益修正損が１６３万１,６８２円で材料費は２,４１７万５,

０１８円となります。 

  労務費でございます。レストラン、麺工場、配送等に係る人員から厚生費合

わせまして３,５７６万２,９６３円でございます。外注加工費は２,６４６万６

７４円となりました。 

  製造経費でございます。麺工場の電力費を含む水道光熱費から製造雑費まで

合わせまして２,１１７万９,１７５円でございます。総製造費用といたしまし

て１億７５７万７,８３０円となりました。当期製品製造原価も同額でございま

す。 

  次に、９ページをお願いいたします。９ページは損失金の処理計算書でござ

います。 

  当期未処理損失は８,７９６万４,６０９円、これは次期繰越損失として同額

を繰越損失にするという報告でございます。 

  次に、４ページに戻っていただきますようお願いいたします。４ページは、

貸借対照表でございます。 

  平成２０年８月３１日現在で資産の部といたしましては、流動資産は現金及

び預金から不渡手形まで合わせまして合計６,９０１万１８４円、固定資産とい

たしましては有形固定資産、建物から長期貸付金まで合わせまして２,８０５万

８,７６７円となっています。無形固定資産は電話加入権で７万４,９８４円で

ございます。投資等では、出資金、保証金合わせまして４万２００円、これら

を合計いたしまして、固定資産合計２,８１７万３,９５１円となりました。繰

延資産は、やかたの建築費の１０％減価償却いたしまして、８月末の建設負担

金は４７４万２,４８３円となりました。したがいまして、資産の部の合計とい

たしまして、１億１９２万６,６１８円でございます。 

  次の５ページをお願いいたします。５ページは負債の部でございます。 

  流動負債では買掛金から法人税等充当金まで合計９,４６８万２２７円でござ

います。固定負債といたしまして、長期借入金、これは但陽からの借入金で６,

５２１万１,０００円となりました。対前期から１,０００万円、短期の方へ回

しております。負債の部の合計といたしまして、１億５,９８９万１,２２７円

でございます。 

  次に、資本の部でございます。６００株分で資本金は３,０００万円でござい

ます。利益剰余金といたしまして当期未処理損失８,７９６万４,６０９円、う

ち当期利益が４４６万５７円でございます。利益剰余金の合計といたしまして、

マイナス８,７９６万４,６０９円、資本の部の合計はマイナス５,７９６万４，
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６０９円で、負債及び資本の部の合計は１億１９２万６,６１８円でございます。 

  次に、１０ページをお願いいたします。１０ページ及び１１ページは監査報

告でございます。 

  監査報告書につきましては、後ほどご覧いただきたいと思います。その主な

ものにつきましては、売上金につきまして、もちむぎのやかたの売店、レスト

ランの伸びは大きいが、小さな伸びにとどまっていた販売店、通信販売につき

ましては積極的な改善を図られたい。営業利益・経常利益では原油価格の高騰、

小麦や資材等の原材料の値上がりにより利益率が悪化している中、もちむぎ製

品の値上げを実施しているが、客離れや売り上げの減少につながる可能性が考

えられるので、時代のニーズにとらえた製品開発に取り組まれたい。 

  また、その他として、もち麦の在庫が１００ｔを超えており、早急に使用し

ていく方策を講じられたい。もちむぎのやかたの東の駐車場の賃貸借につきま

して、２０期に入り解決に進んでいるとのことでありますが、契約等を締結し

て解決を図られたい旨の意見が付されております。 

  次に、１２ページをお願いいたします。１２ページ、１３ページは２０期の

実施計画書でございます。産業課資料４ページに月別計画書をつけております

ので、一緒にご覧いただきたいと思います。 

  売上高は２０期予算額の欄で、販売店からレストランを合わせまして１億６,

９００万円を見ております。これは１９期の実績から見ますと１.０２％の伸び

となります。販売店部門につきましては、もちむぎ麺を初めとするもちむぎ商

品の知名度アップを図り、もちむぎ商品にあふれたもちむぎのまち福崎の実現

に向け、精麦、もちむぎ粉の販売、利用促進をも念頭に置いた営業活動を行っ

てまいります。 

  売店部門は、もちむぎは特産品であるため、観光を目的でお土産用として購

入されるお客様が多くを占めておりますので、旅行会社や観光バス会社へ積極

的にＰＲを図っていきます。 

  通信販売部門は、固定客の確保に向け商品の紹介のチラシやダイレクトメー

ルなどを活用し、顧客の満足を得られるような情報発信を行います。 

  また、インターネットによる販売を積極的に行っていきたいと思っておりま

す。 

  レストラン部門につきましては、もちむぎの持つ特色を生かしたメニューづ

くりを行い、お客の満足を得つつ、客単価を上げる工夫をし、継続的に行って

いきたいと思っております。 

  また、忘年会や新年会といった夜の団体客の利用を促進するため、レストラ

ン備品の改善などを検討し、利益の確保を図ります。 

  また、顧客の待ち時間の短縮を図り、サービスの向上を図ってまいりたいと

思います。 

  さらに近年、旅行会社も高速道路等ＥＴＣを利用したサービスという新企画

がされてきており、バスツアー客の積極的な誘致などを図ってまいります。 

  売上高につきましては、売上原価を１億２,６８７万円、販売費、一般管理費

につきましては３,９５０万円を、製造費につきましては１億８５０万円、営業

利益につきましては、計画では２６３万円を見込んでおります。営業外費用６

００万円、経常利益１１３万２,０００円という計画をしております。 

  なお、詳細資料につきましては、議会事務局に備えつけをさせていただいて

おりますので、ご覧をいただきたいと思います。 

  以上で、報告第１４号の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 
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議    長 次に、報告第１５号、議会の委任による専決処分の報告について、事務局に朗

読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

下 水 道 課 長 失礼いたします。 

  報告第１５号について説明申し上げます。 

  専決の内容は、事務局の朗読のとおりでございます。この報告は、山崎地区

下水道面整備工事第３工区において管路布設工事における管路延長の変更のほ

か、その他の工事も終わる見通しとなりましたので、出来高による精算見込み

の契約変更を行ったものでございます。 

  当工区の位置につきましては下水道課資料１ページに①で示しております。

詳細につきましては、下水道資料２ページにより説明をさせていただきます。

２ページをお願いいたします。 

  右側下段に変更の概要を示しております。工事の総延長は２,７２１ｍとなり

３０ｍの減となっております。これらは宅内マスの位置の変更や取り止めによ

るもので、内訳は開削による管布設工の１５０ｍｍが３０ｍの減となったこと

により、約１０３万４,０００円の減となっております。 

  マンホール設置工は地下埋設物回避等のため４カ所増となり、４万２,０００

円の増、取付管及びマス設置工において８カ所減となったことで約５１万７,０

００円の減、また、隣接工区との協力体制及び調整から交通整理員を削減する

ことができ、約９７万３,０００円の減となりました。総額で２４８万２,２０

０円の減額となるものであります。 

  以上で、報告第１５号の説明を終わります。よろしくご理解賜りますようお

願い申し上げます。 

議    長 しばらく休憩いたします。再開は１０時５０分といたします。 

◇ 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時５０分 

◇ 

議    長 会議を再開いたします。 

  次は、議案第７７号、兵庫県町土地開発公社定款の変更について、事務局に

朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

企画財政課長 失礼いたします。議案第７７号、兵庫県町土地開発公社定款の変更についてご

説明申し上げます。 

  本定款の変更につきましては、企画財政課資料１ページに新旧対照表をお示

ししておりますので、ご覧ください。 

  定款第７条は、役員の職務及び権限が規定され、現行の第６項では、監事は

民法第５９条の職務を行うとされております。兵庫県町土地開発公社など現行

の公益法人につきましては、民法第３４条の規定に基づく法人でありますが、

国の行政改革の推進に伴う公益法人制度の見直しによりまして新たな法整備が

行われ、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律、公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律と、この２つの法律の施行に伴う関係法律の整
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備等に関する法律、この３法が１８年６月２日に公布され、平成２０年１２月

１日施行されました。 

  これによりまして、民法第５９条は削除され、土地開発公社の監事の職務に

つきましては、公有地の拡大の推進に関する法律第１６条第８項に規定された

ため、本定款の第７条第６項を変更するものでございます。 

  なお、この定款の変更手続につきましては、公有地の拡大の推進に関する法

律の規定によりまして、設立団体１２町の議決を経て兵庫県知事に定款変更の

認可申請をするため、本定款の一部を改正する定款におきましては、附則で兵

庫県知事の認可のあった日から施行することとしております。 

  以上、議案７７号の説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜り、ご

賛同いただきますようお願い申し上げます。 

議    長 次に、議案第７８号、福崎町保育所設置条例の一部を改正する条例について、

議案第７９号、福崎町幼児園設置条例の制定について、議案第８０号、福崎町

子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の制定についての各案につい

て事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに各案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

学校教育課長 失礼いたします。 

  議案第７８号、７９号、８０号の説明をいたします。 

  来年４月の福崎幼児園開園に向け、条例の制定等をお願いするものでござい

ます。今回の保育所の統合及び幼保一体化運営につきましては、福崎町次世代

育成支援対策行動計画を策定いたしまして検討を重ねてきました。この経過の

中で、幼稚園と保育所は分離した独自の施設でなく、一体化した施設で運営を

図り、５歳児までを就学前教育と位置づけ、充実と発展を図ろうとするもので

ございます。今回、福崎保育所と福崎南保育所を統合して福崎幼稚園の側へ増

築し、一体化運営を図ります。 

  また、保育所入所児童のみならず、在宅児童の支援を行っていきます。核家

族化等による子育て不安がある現状から地域の子育て支援の必要があり、地域

の子どもは地域で育てるといった観点から、幼児園内に子育て支援センターを

設置し、多様化する保護者のニーズに対応し、地域に密着した子育て支援を行

っていきます。 

  それでは、議案第７８号、福崎町保育所設置条例の一部を改正する条例の説

明をいたします。 

  学校教育課資料をご覧いただきたいと思います。１ページでございます。 

  第２条の名称、定員及び位置の表を改めるものでございます。学校教育課資

料１ページに条例の新旧対照表をお示ししております。右側が現行、左側が新、

今回改正をお願いしようとするものでございます。 

  福崎保育所と福崎南保育所を廃止いたしまして、新たに福崎町福崎新４４８

番地３に定員９０名の福崎保育所を設置するものでございます。また、他の保

育所の位置の表示を番地表示に改めさせていただきます。 

  この条例につきましては、平成２１年４月１日から施行いたします。 

  続きまして、議案第７９号でございます。福崎町幼児園設置条例の制定につ

いてでございます。 

  第１条は、設置についてでございます。就学前教育、保育の多様化に対応す

るため、福崎町立幼稚園設置条例に定める幼稚園と福崎町保育所設置条例に定
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める保育所を包括する幼保一体化施設を幼児園と位置づけます。設置に関し、

必要な事項を定めるものでございます。 

  第２条は、名称でございます。建設中の幼児園の名称は福崎幼児園とし、福

崎幼稚園と新たに設置します福崎保育所を包括する施設でございます。 

  第３条の職員は、幼児園に園長及び必要な職員を置くことといたしておりま

す。 

  第４条につきましては、この条例の施行に関し、必要な事項は別に定めるこ

とといたしておりまして、学校教育課資料２ページで規則を定めております。

運営等を明記しております。幼稚園を短時間部、保育所を長時間部として事業

を今後行うことといたしております。ご参照いただきたいと思います。 

  この条例につきましても、平成２１年４月１日から施行いたします。 

  続きまして、議案第８０号でございます。福崎町子育て支援センターの設置

及び管理に関する条例の制定についてでございます。 

  子育て支援センターは、地域の子育て支援情報の収集、提供に努め、子育て

全般に関する相談を行うとともに、子育て支援活動を行う団体等と連携を図り

ながら地域に出向いた地域支援活動を展開することになっております。 

  第１条は、設置でございます。 

  第２条につきましては、名称及び位置でございます。今回、福崎幼児園内に

設置します支援センターの名称は、福崎子育て支援センターとします。位置は

福崎幼児園内で、福崎町福崎新４４８番地３でございます。 

  第３条の管理運営につきましては、教育委員会が行います。 

  第４条の職員は、支援センター内にセンター長及び必要な職員を置くことと

しております。 

  第５条は、必要な事項は別に定めることになっております。資料３ページの

規則で事業、休業日、利用時間等を明記いたしております。ご参照いただきた

いと思います。 

  この条例につきましても、平成２１年４月１日から施行をいたします。 

  資料４ページにつきましては、幼稚園の預かり保育事業に関する要綱を定め

ております。 

  第１条は、趣旨でございまして、町内に幼稚園が４園ございますけれども、

その４園で２１年度から預かり保育を実施いたします。緊急、または一時的に

家庭で保護者の保護が受けられない園児の心身の健全な発展を図るために行う

ものでございます。 

  第２条は、対象園児です。対象者は幼稚園の園児で保護者の疾病とか入院、

その他社会的にやむを得ない事由によりまして緊急、または一時的に家族で保

護が受けられない園児、その他教育長が特に必要があると認めた園児でござい

ます。 

  第３条は、実施日です。預かり保育の実施日は月曜日から土曜日までといた

します。 

  ただし、下に書いてございます各号に該当する日は実施いたしません。国民

の祝日に関する法律に規定する日などでございます。 

  第４条は、実施時間です。平日は保育時間終了後、幼稚園につきましては午

後２時に終わりますので、午後２時から１９時まで、土曜日は８時３０分から

１２時３０分までといたします。 

  ただし、福崎幼児園内の福崎幼稚園につきましては、８時３０分から１６時

までといたします。夏季休業時とか冬季休業時の平日は８時３０分から１９時
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まで、土曜日は８時３０分から１２時３０分までといたします。福崎幼稚園は

８時３０分から１６時までとします。 

  第５条は、実施場所でございまして、各幼稚園で実施いたします。 

  ただし、高岡幼稚園児につきましては、土曜日と夏季休業時、冬季休業時に

おきましては福崎幼稚園で実施をいたします。 

  第６条は、利用申請。 

  第７条につきましては、費用の負担です。預かり保育の利用料は、園児１人

につきまして１時間当たり２００円負担していただくことといたしております。

 以下、保育料の減免等を記しております。 

  この要綱におきましても、来年２１年４月１日から実施をいたします。 

  次、資料５ページでございます。福崎幼児園の体系図をお示ししております｡ 

  福崎幼児園は、先ほど申しましたように、福崎幼稚園と福崎保育所を包括す

る幼保一体化施設でございます。福崎幼稚園を短時間部とし、就学１年前の５

歳児を引き受けます。一方、福崎保育所を長時間部とし、対象はゼロ歳児から

５歳児の保育に欠ける児童といたします。クラス編制は同一年齢別に行います。

５歳児につきましては、午後２時まで長時間、短時間混合クラスで同一のカリ

キュラムで保育教育を実施いたします。 

  体系図の中央に福崎子育て支援センターを記しております。現在の福崎幼稚

園の職員室を改修しまして子育て支援センターを設置いたします。将来の就学

前の児童のいる家庭に対し、地域に密着した子育て支援を行ってまいります。

地域の子育て支援の情報の収集とか提供に努めまして、子育て全般に関する支

援を行うこととともに、子育て支援活動を行う団体等と連携を図りながら地域

に出向いた地域支援活動を展開することになっております。 

  一方、その右に文化センターで現在行っております福崎町子育て学習センタ

ーを記しております。子育て学習センターは、就学前の児童とその保護者等が

集う交流の場として、親子が集う拠点となる場所を定めて実施するものでござ

います。子育て支援センター、子育て学習センターが協力いたしまして連携を

図りながら子育て支援を行ってまいりたいと考えます。 

  以上でございます。ご審議を賜りましてご賛同いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

議    長 次に、議案第８１号、平成２０年度福崎町一般会計補正予算（第３号）につい

て、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

企画財政課長 失礼いたします。議案第８１号についてご説明申し上げます。 

  平成２０年度福崎町一般会計補正予算（第３号）は、既定の歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ２億５,５５０万円を追加し、補正後の予算総額を７２

億４９０万円とするものであります。 

    第１表、歳入歳出予算補正につきましては、後ほど事項別明細書によりご説

明申し上げますが、主なものは、職員の人事異動等による人件費の補正と補正

額が大きな項目といたしましては、保育所入所園児数の増加による保育所費、

もちむぎ食品センターの債務返済をするための再建貸付金、町道中島井ノ口線

整備事業の追加事業費などであります。 

  第２条、債務負担行為の補正は４ページをお開き願います。 

  追加で老人ホーム給食調理業務委託事業及びごみ収集運搬委託事業を計上し
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ております。 

  まず、老人ホーム給食調理業務委託事業は、平成１８年度から委託に切替え

ました養護老人ホームの調理業務について、平成２１年度から平成２３年度ま

での委託契約を締結するための債務負担行為をお願いするものでございます。

限度額は５,４００万円としております。 

  健康福祉課資料１ページから２ページに委託内容等の資料を添付しておりま

すので、お目通しください。 

  ごみ収集運搬委託事業は、可燃ごみ、資源ごみ及び不燃ごみの収集業務につ

いて、平成２１年度から平成２３年度までの委託契約を締結するために債務負

担行為をお願いするものでございます。 

  なお、本年度まで直営で収集しておりました区域につきましても、平成２１

年度から委託に切替える予定としておりまして、町内全域を委託することとな

ります。 

  債務負担行為の限度額を１億１,６００万円としております。住民生活課資料

にごみ収集業務委託計画等を貼付しておりますので、お目通しください。 

  第３条、地方債の補正は５ページをお開き願います。 

  追加で、起債の目的、公共土木施設災害復旧事業、限度額９０万円を計上し

ております。９月２日から３日にかけての９月豪雨災害により被害を受けた道

路１カ所及び水路１カ所の災害復旧工事に係る地方債であります。 

  次に、６ページは、変更で道路橋梁整備事業の限度額６,５２０万円を９,０

２０万円にするものでありますが、増額の２,５００万円につきましては、町道

中島井ノ口線整備事業の追加事業費に対する地方債でありまして、追加事業費

は国の補正予算に係るもので充当率が１００％であります。 

  次に、歳入歳出補正について、歳出からご説明申し上げます。 

（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

企画財政課長 以上、議案第８１号の説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜り、ご

賛同いただきますようお願い申し上げます。 

議    長 次に、議案第８２号、平成２０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）について、議案第８３号、平成２０年度福崎町老人保健事業特別会

計補正予算（第１号）について、議案第８４号、平成２０年度福崎町後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第１号）について、議案第８５号、平成２０年

度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についての各案について、

事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに各案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

健康福祉課長 失礼をいたします。 

  議案第８２号、８３号、８４号、８５号について、ご説明いたします。 

  議案第８２号、平成２０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）についてご説明申し上げます。 

   今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１３万５,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億１,８３６万５,００

０円とするものです。 

  補正の内容は、職員の会計間の異動による減額と共済組合負担金の改定によ

るものによるものです。詳細につきましては、事項別明細書でご説明いたしま

す。 
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（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

健康福祉課長 以上、議案第８２号、平成２０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）の説明を終わります。 

  続きまして、議案第８３号、平成２０年度福崎町老人保健事業特別会計補正

予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

  今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５００万円を

追加し、歳入歳出の総額を２億２,４３０万円とするものです。 

  この老人保健事業は、平成２０年３月までの診療分を給付し、４月以降の診

療分は後期高齢者医療で給付するものです。 

  今回の補正は、平成２０年３月以前の診療に係る過誤審査等によります月遅

れの医療費が増加したため補正するもので、補正の内容は医療給付費で９月に

平成１９年１月診療分の高額な医療費の請求があり、以後も月遅れの請求があ

り、９月審査分までは実績、１０月から２月審査分は推計し、補正するもので

す。 

  なお、健康福祉課資料３ページに医療費の月別状況等をお示ししております

ので、ご参照ください。 

  第１表につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。 

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略） 

健康福祉課長 以上、議案第８３号、平成２０年度福崎町老人保健事業特別会計補正予算（第

１号）の説明を終わります。 

  続きまして、議案第８４号、平成２０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

  今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３万８,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億１,２６３万８,０００円と

するものです。 

  補正の内容は、職員の通勤手当の変更と共済組合負担金の改定によるもので

あります。詳細につきましては。事項別明細書でご説明いたします。 

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略） 

健康福祉課長 以上、議案第８４号、平成２０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第１号）の説明を終わります。 

  続きまして、議案第８５号、平成２０年度福崎町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）についてご説明申し上げます。 

   今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４万８,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億４,７２０万４,０００円

とするものです。 

  補正の内容は、共済組合負担金等の改定によるものであります。詳細につき

ましては、事項別明細書でご説明いたします。 

（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

健康福祉課長 以上、議案第８５号、平成２０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）の説明を終わります。 

  議案第８２号、８３号、８４号、８５号の４議案ともご審議賜り、ご賛同い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

議    長 次に、議案第８６号、平成２０年度福崎町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について、議案第８７号、平成２０年度福崎町公共下水道事業特別

会計補正予算（第１号）についての両案について、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 
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議    長 朗読が終わりましたので、さらに両案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

下 水 道 課 長 失礼をします。議案第８６号、第８７号を続けて説明させていただきます。 

   まず、議案第８６号、平成２０年度福崎町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）について説明をさせていただきます。 

  この補正は、職員に係る共済組合負担金改定に伴う人件費に関する補正をお

願いするもので、歳入歳出それぞれ１１万４,０００円を追加し、歳入歳出総額

を２億７,７１１万４,０００円とするものです。 

  第１表、歳入歳出補正予算につきましては、事項別明細によりご説明申し上

げます。 

（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

下 水 道 課 長 続きまして、議案第８７号、平成２０年度福崎町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）について説明をさせていただきます。 

  この補正は、職員の人事異動及び共済組合負担金の改定に伴う人件費の補正

を願いするもので、歳入歳出それぞれから７２８万円を減額し、総額を２３億

３,２４２万円とするものです。 

  第１表、歳入歳出補正予算につきましては、事項別明細によりご説明申し上

げます。 

（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

下 水 道 課 長 以上、議案８６号、８７号ともによろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよ

うお願い申し上げます。 

議    長 次に、議案第８８号、平成２０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて、議案第８９号、平成２０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第

１号）についての両案について、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに両案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

水 道 課 長 失礼をいたします。議案第８８号、平成２０年度福崎町水道事業会計補正予算

（第１号）についてご説明いたします。 

  この補正は、職員の人事異動と職員の中途退職及び共済組合負担金の改定に

よる人件費の補正をお願いするものです。 

  第２条では、予算第３条の収益的支出を７７０万３,０００円減額し､３億５,

３７０万３,０００円に、また、第３条では、予算第７条の職員給与費を７６９

万５,０００円減額し、４,９５３万３,０００円にしようとするものです。 

  内容につきましては、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

水 道 課 長 次に、議案第８９号、平成２０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第１

号）についてご説明をいたします。 

       この補正は、共済組合負担金の改定に伴う人件費の補正をお願いするもので、

第２条では、予算第３条の収益的支出を４万４,０００円増額し２,４６２万８,

０００円に、また、第３条では予算第７条の職員給与費を４万４,０００円増額

し、１,１２６万３,０００円にしようとするものです。 

  内容につきましては、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

（以下、事項別明細書朗読説明により省略） 

水 道 課 長 以上、両議案ともよろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願いを申

し上げます。 
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議    長 次に、議案第９０号、工事請負契約の変更について、事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに本案に対する詳細なる説明を担当課長から求

めます。 

下 水 道 課 長 失礼いたします。議案第９０号、工事請負変更契約についてご説明申し上げま

す。議案の内容は、事務局の朗読のとおりでございます。 

  この議案は、長目雨水幹線渠工事その１において工事を進めていく上で、地

質条件が当初想定より劣ることが明らかになり、掘削工における沿道の民家等

への影響が予想されることから、地盤改良、工法等の追加、変更をするため、

工事請負変更契約を締結するに当たり規定により議会の議決をお願いするもの

です。 

  下水道課資料１ページの工事箇所図②に当工区の位置を示しております。詳

細につきましては、下水道課資料３ページにより説明させていただきます。３

ページをご覧ください。 

  上段には全体平面図を、左下には断面図を、右側下段には工事内訳表を示し

ております。工事内訳表で各項目の変更後の数量は変わっておりませんが、備

考に示す内容の変更が生じており、右端の番号に沿って説明いたします。 

  まず①は、ボックスカルバート設置工に関する変更事項で、上段の全体平面

図にありますとおり、町道吉田中島線のうち、今回施工区間延長２９９ｍの間

で、道路に隣接する○Ａ 、○Ｂ 、○Ｃ に示す住宅３軒と○Ｄ の倉庫が１棟ございます。

いずれも道路の近くに建物及び門、塀等があり、掘削に際して影響が及ぶこと

が十分考えられ、掘削した地山の崩壊を防止するため、総延長６２ｍにわたっ

て掘削に先だち薬液注入工による地盤改良を行うものです。 

  左下の断面図にありますとおり、道路舗装幅約４．６９ｍのうち、掘削幅４

ｍとほぼ道路幅いっぱいに掘削し、深さも約２.６３ｍ前後と深くなります。ま

た、既設下水道管の布設替えもあることから、この部分の掘削深は３.２ｍ程度

となり、地盤の影響範囲に塀及び住宅が入ってくること、また、掘削土質の上

部約１.５ｍは粘性土で、その下部は玉石まじりの緩い砂れき層で、この層は掘

削により崩壊しやすい状態となっております。 

  これらのことから、住宅側の道路構造物に沿って幅１ｍ、地盤改良深３.２ｍ

で薬液を注入するもので、これに要する費用が約５２３万２,０００円の増とな

ります。 

  次に、②埋戻材の一部変更は、左側断面図でグレーに網かけをしております

部分は先ほども申しましたとおり、粘性土で埋戻し土には適さないため、８３

０㎥を購入土による埋め戻しとし、約４０４万６,０００円の増額となります。 

  ③は既設汚水管復旧工の口径１５０ｍｍの汚水排水管はＶＵ管としておりま

したが、地下水の影響から砕石での埋め戻しが可能となるリブ付管に変更し、

約１６万９,０００円の増となります。 

  また、④に示す水替工はボックスカルバート据付けのため、１回の掘削施工

延長が１５ｍから１８ｍ程度で、わき水の量が多く、工事期間中４インチポン

プで水替えが必要となり、約１２９万７,０００円の増額となります。 

  以上の変更により総額で１,０７４万４,６５０円の増となるものです。 

  なお、今回変更に関しまして、所管の産業建設常任委員会を臨時に開催いた

だき、掘削や隣接家屋の状況等を視察いただきました。効率的な工事を目指し

て進めてまいりましたが、工事が幹線道路で工程上、工事を中断しますと年末

年始に絡みもございまして、全体工程が２カ月程度遅れることが予想され、周
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辺農地の耕作に影響することから、薬液注入や埋戻材等、既に一部進めさせて

いただいた部分がございますが、どうかご理解いただきますようお願い申し上

げます。 

  以上で、議案第９０号の説明を終わります。よろしくご審議賜り、ご賛同い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

議    長 しばらく休憩をいたします。再開は１３時といたします。 

◇ 

休憩 午後０時０３分 

再開 午後１時００分 

◇ 

議    長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  次は、発議第５号、福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関

する条例の一部を改正する条例について、発議第６号、福崎町議会政務調査費

の交付に関する条例の制定について、発議第７号、福崎町議会政務調査費の交

付に関する規則の制定について、各案について事務局に朗読させます。 

（書記朗読） 

議    長 朗読が終わりましたので、さらに各案に対する詳細なる説明を提案議員、小林

博君から求めます。 

小林 博議員 失礼をいたします。 

  ただいま発議５号、６号、７号と朗読をいただきました。今任期中、あるい

はこの２年間にも議会運営員会では議会をほんとに今の時代に合わせて町民の

皆様に親しんでいただき、そして権威あるものに高めていこうというそういう

努力をしてまいりました。 

  そういう中で、皆さん方の全員のご賛同も得まして、ホームページも立上げ､

さまざまな努力をしてきたわけでございます。そういう活動の一環として、今

期の一つの集大成と言いますか、そういう形でまとまりましたので、提案をさ

せていただきます。 

  発議第５号につきましては、議員の費用弁償を廃止しようというものでござ

います。本会議及び委員会に出席をいたしますと、１日２,０００円の費用弁償

がついておるのでありますけれども、福崎町の面積から言いまして、役場から

福崎町の一番離れたところまでの距離をはかりましても、そんなに時間がかか

るわけでもありませんので、この際、費用弁償を廃止しようということでござ

います。 

  ちなみに、県下１２町のうち、６町が廃止をいたしております。そういう意

味で、この提案をさせていただいております。それが６条でございます。 

  ７条につきましては、議員の旅費等に関するものでありますが、それはもう

町職員等の旅費条例を準用するということになっておりますので、その中に一

つ一つ細かく書く必要がないであろうということから、職員等の旅費条例が改

正をされれば、それをそのまま我々議会議員の旅費等にも準用されるという趣

旨に変更するという内容でございますので、よろしくお願いをいたします。 

  次に、政務調査費についてであります。全国町村議会等の審議会の答申等も

含めまして、議会の政策能力を高めようということが言われております。そう

いう中で、地方自治法の第１００条１４項におきまして、政務調査費を条例に

より設置をするということができるようになっております。したがいまして、

本町議会におきましても、政務調査費を設けて、そうして議員活動の向上に資

していこうという趣旨から出させていただいております。６号、７号について
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でございます。 

  ６号につきましては、その趣旨から始まりまして、交付対象からその金額、

金額は月額１万円を限度ということにいたしております。交付決定からそれぞ

れ方法、使途の基準、後の収支報告のあり方、返還の問題等々条例で掲げてお

るわけでございます。 

  そして、第７号の規則につきましては、その条例を実施していくに当たりま

しての必要な具体的な実務・記載を決定するというふうにご理解をいただけれ

ば幸いかと思います。それぞれそれに基づく様式等も付けておりますので、ど

うぞよろしくお願いをいたします。 

議    長 以上で、本定例会１日目の日程はすべて終了いたしましたので、本日は、これ

にて散会することといたします。ご苦労さんでございました。 

 

散会 午後１時０８分 

 


